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衆
議
院
議
員
宮
川
伸
君
提
出
能
登
の
二
重
災
害
の
直
後
に
強
行
さ
れ
た
衆
議
院
選
挙
の
日
程
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙

答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
宮
川
伸
君
提
出
能
登
の
二
重
災
害
の
直
後
に
強
行
さ
れ
た
衆
議
院
選
挙
の
日
程
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書 

一
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
前
回
の
投
票
所
の
数
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
第
四
十
九
回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
に
お
け
る
投
票
所
の
数
は
、
輪
島
市
が
二
十
箇
所
、
珠
洲
市
が
十
九
箇
所
で
あ
り
、
ま
た
、
第
五
十
回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
に
お
け
る
投
票
所
の
数
は
、
輪
島
市
が
十
八
箇
所
、
珠
洲
市
が
十
箇
所
で
あ
る
。 

一
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
通
常
の
投
票
時
間
と
今
回
最
も
短
か
っ
た
投
票
時
間
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
四
十
条
第
一
項
に
お
い
て
「
投
票
所
は
、
午
前
七
時
に
開
き
、
午
後

八
時
に
閉
じ
る
。
た
だ
し
、
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
選
挙
人
の
投
票
の
便
宜
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

特
別
の
事
情
の
あ
る
場
合
又
は
選
挙
人
の
投
票
に
支
障
を
来
さ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
別
の
事
情
の
あ
る
場
合
に
限
り
、
投

票
所
を
開
く
時
刻
を
二
時
間
以
内
の
範
囲
内
に
お
い
て
繰
り
上
げ
若
し
く
は
繰
り
下
げ
、
又
は
投
票
所
を
閉
じ
る
時
刻
を
四

時
間
以
内
の
範
囲
内
に
お
い
て
繰
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
第
五
十
回
衆
議
院
議
員
総



 

２ 

 

選
挙
に
お
け
る
投
票
所
の
う
ち
、
「
投
票
所
を
開
く
時
刻
」
か
ら
「
投
票
所
を
閉
じ
る
時
刻
」
ま
で
の
時
間
が
最
も
短
か
っ

た
投
票
所
の
「
投
票
所
を
開
く
時
刻
」
及
び
「
投
票
所
を
閉
じ
る
時
刻
」
は
、
輪
島
市
が
午
前
九
時
及
び
午
後
五
時
、
珠
洲

市
が
午
前
九
時
及
び
午
後
四
時
で
あ
り
、
当
該
投
票
所
の
「
投
票
所
を
開
く
時
刻
」
を
繰
り
下
げ
た
時
間
と
「
投
票
所
を
閉

じ
る
時
刻
」
を
繰
り
上
げ
た
時
間
と
の
合
計
は
、
輪
島
市
が
五
時
間
、
珠
洲
市
が
六
時
間
で
あ
る
。 

一
の
３
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
前
回
と
比
べ
て
何
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
か
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
第
四

十
九
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
け
る
小
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
と
第
五
十
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に

お
け
る
小
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
と
の
差
は
、
輪
島
市
が
十
一
・
九
五
ポ
イ
ン
ト
、
珠
洲
市
が
九
・
五

一
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。 

一
の
４
に
つ
い
て 

 
 

投
票
率
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
要
因
が
影
響
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
に
お
け
る
第
五
十
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
か
ら
選
挙

に
関
す
る
事
務
に
精
通
し
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
被
災
地
に
派
遣
す
る
な
ど
、
被
災
地
の
状
況
把
握
及
び
選
挙
の
執
行
に
向
け



 

３ 

 

た
助
言
等
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
被
災
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、
憲
法
及
び
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
基
づ

い
て
適
切
に
執
行
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
般
論
と
し
て
、
選
挙
は
、
そ
の
選
挙
が
執
行
さ
れ
る

地
方
公
共
団
体
の
職
員
を
始
め
と
し
て
関
係
機
関
の
職
員
等
が
連
携
し
て
執
行
に
当
た
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
に
お
け
る
第
五
十
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
一
の
４
に
つ
い

て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。 

三
の
１
及
び
３
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
雇
用
調
整
助
成
金
に
つ
い
て
、
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
係
る
特
例
措
置
（
以
下
「
旧
特
例
」

と
い
う
。
）
を
含
め
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
石
川
労
働
局
及
び
石

川
県
内
の
公
共
職
業
安
定
所
等
に
お
け
る
周
知
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
旧
特
例
に
つ
い
て
は
、
令
和
六
年

十
二
月
末
で
助
成
期
間
が
終
了
と
な
る
事
業
所
が
あ
る
と
こ
ろ
、
同
年
九
月
二
十
日
か
ら
同
月
二
十
三
日
ま
で
の
間
の
豪
雨

に
よ
る
災
害
の
被
害
状
況
等
も
踏
ま
え
、
七
尾
公
共
職
業
安
定
所
及
び
輪
島
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
お
け
る
支
援



 

４ 

 

を
切
れ
目
な
く
行
う
た
め
、
同
年
十
二
月
十
七
日
に
成
立
し
た
令
和
六
年
度
第
一
次
補
正
予
算
に
、
令
和
七
年
一
月
一
日
以

降
を
助
成
期
間
と
す
る
新
た
な
特
例
措
置
（
以
下
「
新
特
例
」
と
い
う
。
）
を
盛
り
込
み
、
新
特
例
に
つ
い
て
も
、
同
補
正

予
算
が
成
立
し
た
日
に
同
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
等
に
よ
り
周
知
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
特
例
措
置
の

実
施
が
遅
れ
た
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。 

三
の
２
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
九
月
の
豪
雨
災
害
の
み
（
地
震
の
影
響
を
受
け
な
い
）
の
被
災
企
業
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
令
和
六
年
九
月
二
十
日
か
ら
同
月
二
十
三
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
事

業
所
が
、
同
月
二
十
一
日
以
降
の
休
業
等
に
つ
い
て
雇
用
調
整
助
成
金
を
柔
軟
に
利
用
で
き
る
運
用
を
、
「
補
正
予
算
の
成

立
」
と
関
係
な
く
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

四
の
１
に
つ
い
て 

 
 

東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
、
発
災
か
ら
四
十
八
日
後
の
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
八
日
に
平
成
二
十
三
年
度

第
一
次
補
正
予
算
を
第
百
七
十
七
回
国
会
に
提
出
し
、
同
補
正
予
算
は
、
同
国
会
に
お
い
て
、
発
災
か
ら
五
十
二
日
後
の
同

年
五
月
二
日
に
成
立
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 



 

５ 

 

四
の
２
に
つ
い
て 

 
 

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
、
発
災
か
ら
二
十
七
日
後
の
平
成
二
十
八
年
五
月
十
三
日
に
平
成
二
十

八
年
度
第
一
次
補
正
予
算
を
第
百
九
十
回
国
会
に
提
出
し
、
同
補
正
予
算
は
、
同
国
会
に
お
い
て
、
発
災
か
ら
三
十
一
日
後

の
同
月
十
七
日
に
成
立
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

四
の
３
に
つ
い
て 

 
 

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
、
発
災
か
ら
三
百
四
十
三
日
後
の
令
和
六
年
十
二
月
九
日
に
令
和
六
年

度
第
一
次
補
正
予
算
を
第
二
百
十
六
回
国
会
に
提
出
し
、
同
補
正
予
算
は
、
同
国
会
に
お
い
て
、
発
災
か
ら
三
百
五
十
一
日

後
の
同
月
十
七
日
に
成
立
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

四
の
４
に
つ
い
て 

 
 

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
旧
及
び
復
興
に
つ
い
て
は
、
被
災
地
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
機
動
的
か
つ
弾
力
的
に

財
政
措
置
を
講
じ
て
い
く
観
点
か
ら
、
補
正
予
算
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
予
備
費
を
活
用
し
て
万
全
を
期
す
る
こ
と

と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て 



 

６ 

 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
令
和
六
年
十
月
七
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
石
破
内
閣
総
理
大
臣
が
「
今
回
、
新
し
い
内

閣
が
発
足
し
た
こ
と
に
伴
い
、
国
民
の
御
意
思
を
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
衆
議
院
の
解
散
を
行
う
と
の
判

断
を
い
た
し
ま
し
た
」
と
答
弁
し
た
と
お
り
で
あ
る
。 


